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中
部
電
力
は
、
初
動
体
制
や
復

旧
作
業
に
役
立
て
る
た
め
、
津
波

を
早
期
に
精
度
よ
く
検
知
す
る
津

波
監
視
技
術
の
研
究
を
行
っ
て
お

り
、
こ
の
研
究
の
一
環
と
し
て

レ
ー
ダ
ー
に
よ
る
発
電
所
前
面
海

域
の
流
速
観
測
に
向
け
た
取
り
組

み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
レ
ー
ダ
ー
に
よ
る
観
測

は
、
こ
れ
ま
で
沖
合
20
㌖
の
範

囲
ま
で
観
測
可
能
な
Ｖ
Ｈ
Ｆ(

※

１)

帯
電
波
を
用
い
て
行
っ
て
い

ま
し
た
が
、
沖
合
20
㌖
以
上
の
範

囲
に
つ
い
て
も
観
測
が
可
能
な
Ｈ

Ｆ（
※
２)

帯
電
波
を
用
い
た
レ
ー

ダ
ー
の
試
運
転
を
11
月
17
日
よ
り

開
始
し
ま
し
た
。

中
部
電
力
で
は
、
こ
の
レ
ー

ダ
ー
に
よ
る
観
測
以
外
に
も「
Ｇ

Ｐ
Ｓ
波
浪
計
」「
Ｄ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｔ(

※

３)

」「
高
感
度
カ
メ
ラ
」
を
用
い

て
、
観
測
デ
ー
タ
を
リ
ア
ル
タ
イ

ム
に
表
示
す
る
津
波
監
視
シ
ス
テ

ム
の
研
究
開
発
を
進
め
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
。

※
１　
周
波
数
が
30
～
３
０
０
㍋

㌹
の
電
波
。

※
２　
周
波
数
が
３
～
30
㍋
㌹
の

電
波
。

※
３　
海
洋
研
究
開
発
機
構
が
運

用
管
理
す
る
地
震
・
津
波
観
測

監
視
シ
ス
テ
ム
の
一
つ
で
、
三

重
県
尾
鷲
沖
合
の
地
震
動
・
潮

位
を
観
測
し
ま
す
。
中
部
電
力

が
研
究
開
発
し
て
い
る
津
波
監

視
シ
ス
テ
ム
で
は
、
津
波
の
到

達
時
刻
・
高
さ
を
予
測
す
る
た

め
に
活
用
し
ま
す
。

埋蔵文化財包蔵地
小堤谷東横穴

小堤谷東横穴は、昭和44年に現在の市道玄保宮
木ケ谷線の拡幅工事が行われた際に１基の横穴が
発見され、郷土史研究家の小野芳郎氏により緊急の
発掘調査が実施されました。
規模については記録がありませんが、小野芳郎
氏が執筆した「浜岡五カ町村史」に「玄室の構造が家
形につくられ、天井には棟木型の掘り出しがあり、
床は二段になって一段高い奥の区画に遺体を葬っ
たものである。そこには、敷石が並べられていたが
中央部に乱れがあり、床面に手を加えられた跡が見
られることから追葬が行われたものと考えられる」
と記されています。
出土遺物は、奈良時代 (８世紀 ) 前半の須

す
恵
え
器
き
の

長
ちょうけいへい
頸瓶１点と高台付坏

つき
身
み
４点、内外朱塗りの土

は
師
じ

器
き
盤
ばん
１点、13世紀頃の山茶碗が教育委員会に保存さ

れています。これらの出土遺物から奈良時代 (８世
紀 ) 前半に造られた横穴と考えられ、鎌倉時代頃に
何らかの理由で再利用されたと考えられます。

津
波
を
監
視
す
る
た
め
の

　
　
　
Ｈ
Ｆ
レ
ー
ダ
ー
試
運
転
開
始

農道拡幅工事中に
　　　　　発見された横穴

市内比木地区
▲小堤谷東横穴副葬品出土状況

●名波老人憩いの家

筬
川

名波橋

小堤谷東横穴

▲ＨＦレーダーの設置状況(５号機建屋屋上)

受信用アンテナ（13本）

送信用アンテナ（１本）

▲小堤谷東横穴調査風景
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